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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 16年 3月 11日 (2004.3.11)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
互 い に 平 行 な 複 数 条 の ス リ ッ ト を 断 続 的 に 鉛 合 金 シ ー ト の 長 手 方 向 に 沿 っ て 千 鳥 状 に な る
よ う 形 成 す る と と も に 、 互 い に 平 行 に 隣 接 し あ う ス リ ッ ト に よ り 形 成 さ れ る 線 条 部 を 鉛 合
金 シ ー ト 面 か ら 表 裏 両 方 向 に 交 互 に 凸 状 に 突 出 す る よ う 塑 性 変 形 さ せ た 後 、 こ の 鉛 合 金 シ
ー ト を 幅 方 向 へ 展 開 伸 張 す る こ と に よ り 形 成 し た 網 目 部 と 、 前 記 網 目 部 の 一 辺 に 接 し て 設
け た 格 子 耳 部 を 形 成 し た 上 枠 骨 と 、 前 記 網 目 部 の 他 の 一 辺 に 接 し て 設 け た 下 枠 骨 と か ら な
る 格 子 体 を 備 え た 鉛 蓄 電 池 に お い て 、 前 記 と 前 記 網 目 部 と の 結 節 部 の 幅 寸 法 （ Ａ ）
お よ び 前 記 と 前 記 網 目 部 と の 結 節 部 の 幅 寸 法 （ Ｂ ） よ り も 網 目 部 を 形 成 す る 格 子 結
節 部 の 幅 寸 法 （ Ｃ ） と を 小 さ く し た こ と を 特 徴 と す る 鉛 蓄 電 池 。
【 請 求 項 ２ 】
下 枠 骨 と 網 目 部 と の 結 節 部 の 幅 寸 法 （ Ｂ ） を 上 枠 骨 と 前 記 網 目 部 と の 結 節 部 の 幅 寸 法 （ Ａ
） 以 下 と し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 鉛 蓄 電 池 。
【 請 求 項 ３ 】
鉛 合 金 シ ー ト は Ｓ ｎ を ０ .６ ～ ２ .０ ｗ ｔ ％ 含 有 す る Ｐ ｂ － Ｓ ｎ － Ｃ ａ 系 合 金 の 圧 延 体 か ら
な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 記 載 の 鉛 蓄 電 池 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 は 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 互 い に 平 行 な 複 数 条 の ス リ ッ ト を 断 続 的 に 鉛 合 金 シ
ー ト の 長 手 方 向 に 沿 っ て 千 鳥 状 に な る よ う 形 成 す る と と も に 、 互 い に 平 行 に 隣 接 し あ う ス
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リ ッ ト に よ り 形 成 さ れ る 線 条 部 を 鉛 合 金 シ ー ト 面 か ら 表 裏 両 方 向 に 交 互 に 凸 状 に 突 出 す る
よ う 塑 性 変 形 さ せ た 後 、 こ の 鉛 合 金 シ ー ト を 幅 方 向 へ 展 開 伸 張 す る こ と に よ り 形 成 し た 網
目 部 と 、 前 記 網 目 部 の 一 辺 に 接 し て 設 け た 格 子 耳 部 を 形 成 し た 上 枠 骨 と 、 前 記 網 目 部 の 他
の 一 辺 に 接 し て 設 け た 下 枠 骨 と か ら な る 格 子 体 を 備 え た 鉛 蓄 電 池 に お い て 、 前 記 と
前 記 網 目 部 と の 結 節 部 の 幅 寸 法 （ Ａ ） お よ び 前 記 と 前 記 網 目 部 と の 結 節 部 の 幅 寸 法
（ Ｂ ） よ り も 網 目 部 を 形 成 す る 格 子 結 節 部 の 幅 寸 法 （ Ｃ ） を 小 さ く し た 構 成 と す る こ と に
よ り 、 格 子 網 目 の 結 節 部 で の ク ラ ッ ク 発 生 を 抑 制 し て 長 寿 命 の 鉛 蓄 電 池 を 得 る こ と が で
き る 。
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